
 

 

                       

                         
南国市立国府小学校  令和５年６月１２日（月）第５号 

 学校だより 

～ 修学旅行 成長して帰ってきました！（６年生）～ 
                 
 ６年生１０名が、５月３１日（水）～６月２日（金）の３日間、広島・岡山・香川方面に修学旅行に行ってきました。 

台風接近による大雨が心配される中での出発でしたが、１日目の広島では、雲一つない天気に恵まれました。６

年生の日頃の行いと、１年生が６年生のために作ってくれていた「てるてるぼうず」のおかげでしょう。 

広島では、さっそく昼食に名物の「お好み焼き」をおいしくいただき、その後、広島平和公園、大和ミュージアム・て

つのくじら館を見学しました。平和公園では、全校児童が折った折り鶴の奉納、語り部さんのお話、資料館見学等を

行い、戦争の恐ろしさ・平和の大切さを考える時間となりました。 

 ２日目は、吉備路（こうもり塚古墳・国分寺）、倉敷科学センター、JFE スチール工場を見学しました。本物の古

墳やスチール工場で真っ赤な鉄の塊が加工されていく様子、科学センターでの様々な実験や体験など、どれも初

めて見るもの・体験することばかりで、驚きの声の連続でした。 

最終日は、朝からあいにくの雨。子どもたちが一番楽しみにしていた水族館やレオマワールドでの活動が危ぶま

れましたが、幸い雨の勢いもひどくはなく、予定通り、活動することができました。 

３日間を通して、施設でのマナー、集団行動の大切さ、仲間との協力等を改めて学ぶことができたと思います。 

１日目より２日目、２日目より３日目と、挨拶・マナー・協力する姿が高まっていく様子が見られました。 

何より、無事に全員揃って行くことができたことが嬉しく、小学校生活での大きな思い出ができたことでしょう。 

６年生の保護者の皆様には、事前の準備や子どもさんの体調管理等にご協力をいただきまして、誠にありがとう

ございました。おかげさまで、子どもたちにとって学びの多い修学旅行になりました。心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

   

 

         

家庭数 

⇒ 裏面もありますのでご覧ください。 

 

 
  

   

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

プール開きをしました 

６月９日（金）に、低・中・高学年に分かれてプール開きを行いました。開始直前まで水温が上がりきらず心配してい
ましたが、次第に太陽が照り、予定通り行うことができました。 

水泳は、健康な体を作るためにとてもよい運動です。また、体だけではなく、「今年は、息継ぎができるようになりた
い」「２５メートル泳げるようになりたい」など、それぞれの目標に向かって努力することで、心を鍛えることにもつなが
ります。さらに、水の中で浮くことを覚えることにより、万一の場合に自分の命を守ることにもつながります。このように、
自分の体や心を鍛え、命を守る水泳は大切な学習です。 

しかしながら、プールサイドを走ったり、水中でふざけたり、体調の悪い時に無理をして泳いだりすると、命を落とし
てしまうような大きな事故につながる危険もあります。一人一人がきまりをしっかりと守り、安全で楽しい水泳学習にし
ていきたいと思います。 
 ご家庭でも水泳のある日には、いつも以上に子どもさんの体調確認にご留意いただき、体調が万全でないときに
は決して無理をすることのないようにお願いします。 

また、学校周辺には、川や用水路等、危険な箇所もたくさんあります。絶対に子どもだけで遊泳したり危ないところ
に近づいたりしないよう、ご家庭でも繰り返しお話しくださいますようお願いいたします。 

 

～雨の日の過ごし方～ 
 
梅雨の時期に入り、これから１カ月程度は、じめじめした気候が続きます。子どもたちにとっては、外で遊べない日も

多く、室内での過ごし方を学校でも指導しているところです。 
梅雨時期は、子どもたちが体や心の調子を崩しやすい時期でもあります。ぜひ、ご家庭でも、子どもさんの学校で

のお話を聞いていただいたり、親子で読み聞かせや読書をする時間を取るなど、落ち着いてゆったりと過ごせる時間
を取っていただければと思います。十分な睡眠や朝ごはんをしっかり食べることも、学校で１日、元気に過ごせる原動
力となります。ぜひ、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

１・２年生 

３・４年生 

５・６年生 


